
不登校・ひきこもりや子どもの自立に悩む家族が集って、
考えや想いを一緒に分かち合い、支え合うことを目指す場です。

子
ども
・若
者の支援を支える家族

会和みの輪

一人で抱え込まず、まずは共感できる仲間との出逢い・交流を重ねながら
一緒に歩み出せるきっかけをつくってみませんか？

【主催】瑞穂市社会福祉協議会 福祉総合相談センター

【お申込み・お問合せ】
★メールアドレス

soudan@mizuho-shakyo.org

★電話

058-322-8668
瑞穂市社会福祉協議会
（担当 河村・川瀬まで）

QRからのお申込みはこちら

初めての方も歓迎します。

気になる回だけの参加もOKです。

申込期間：10月20日(月)～11月14日(金)

日時 令和7年10月20日(月)13：30～15：00

場所 ココロかさなるCCNセンター（瑞穂市総合センター）

１階 地域福祉ルーム
      <岐阜県瑞穂市別府1283番地>

対象者  瑞穂市在住の不登校・ひきこもり等のお子さんがいるご家族の方

令和7年11月17日(月)

13：30～15：00

※お飲み物につきましては、各自、
ご持参のご協力をよろしくお願いいたします。

株式会社 紬葵～つむぎ～

障がいを個性と強みに
親子で歩む仕事と生きがいさがし

12月（第41回）

令和7年12月15日(月)

13：30～15：00

10月のテーマ

漫画家 棚園 正一 氏

申込期限：10月17日（金）

講師

プロフィール
1982年、愛知県生まれ。義務教育期間の小～中学校の9年間を不登校をしてして過ごす。

13歳の時に漫画家・鳥山明氏に出会い、漫画家を志す。大学入学資格（現 高卒認定）を取得し、
名古屋芸術大学に進学。著者に、不登校だった自身の経験を描いた「学校へ行けない僕と9人の
先生」・「学校へ行けなかった僕と9人の友達」（双葉社）。不登校経験者16名のエピソードを漫画
で描いた「マンガで読む 学校に行きたくない君へ」（ポプラ社）などがある。テレビ・ラジオ・新聞を
はじめメディア出演多数。また、自信の経験をもとに、不登校に対する支援のあり方や、当時感じてい

た想いを語り、不登校当事者やその家族に寄り添った講演会を全国各地で行っている。

『学校へ行けない僕の気持ち』
～生きづらさの経験が宝物になるまで～

ミュージックコミュニティ

縁湊～えんそう～

芸術分野で光る
発達障がいの特性と魅力
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